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保育者養成カリキュラムにおける科目間連携（）
―「保育内容言葉」と「保育表現技術」の連携―
A Study on Inter-classes Coordination in the Teacher Training Curriculum (Part 1)
広 渡 純 子＊
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要 約
本研究は、短期大学における学生の年間の学びを効率よく進め、学習効果を高めるために行った
領域「言葉」に関連する科目「保育内容言葉」と「保育表現技術Ⅲ」の科目間連携について検証し、
今後の連携のあり方を探ることを目的とする。連携のために両担当者は、まず言葉の現状について、
保育現場からみた乳幼児の言葉の現状と課題、幼稚園教育要領・保育所保育指針の改訂（改定）にみ
る現状と課題、保育者をめざす大学生の言葉の現状と課題を手がかりに共通認識をもち、授業におい
て特に重視し連携する点について話し合った。その上で同一学生の年次に「保育内容言葉」を、
年次に「保育表現技術Ⅲ」の授業を実施した。連携をとおして見えてきた問題、連携の効果について
の検証方法等を今後の課題として、さらに検討していきたい。
キーワード：保育者養成、領域言葉、科目間連携
Ⅰ．はじめに
2008（平成20）年の幼稚園教育要領の改訂、保育
所保育指針の改定に伴い、2010（平成22）年に「指
定保育士施設の指定及び運営の基準」が改正され、
2011（平成23）年より新しい保育士養成課程がス
タートした。これにより保育者養成校は新設された
科目を含め、新たなカリキュラム編成のもとに教育
を行っている。本学は、長年「キリスト教精神に基
づく豊かな人間性、専門性、実践力を兼ね備えた保
育者の育成」を教育目標として保育者の養成を行っ
てきた。この教育目標のもと、免許・資格を単に取
得するためだけでなく、学生が年間の学びのなか
で保育者になるための資質と保育の専門性の基礎を
しっかりと身につけることができるように教育課程
を編成している。目標達成のためには個々の科目に
おける授業内容の充実が求められることはいうまで
もない。しかし年間という限られた時間のなかで
の学生の学びが効率よく、かつ着実に進められるた
めには科目間の連携が必至である。本論文では、こ
の度のカリキュラムの改編を機に、領域言葉に関連
する科目間で実際に行った連携の試みを検証し、
学生の確実な学びにつながる連携のあり方を探りた
い。
Ⅱ．「保育内容言葉」と「保育表現技術Ⅲ」
の授業担当者間の共通認識について
授業を連携するにあたっては、両科目の担当者が
まず子どもの言葉に関する現状について共通の認識
をもち、問題意識を共有することが必要である。ま
た保育者養成に求められている内容、つまり法的に
義務付けられている授業内容についての理解を共有
することはもちろんのこと、限られた学修期間のな
か、本学の授業において特に何を重視し連携するか
についての共有が必要である。
．保育現場からみた乳幼児の言葉の現状と課題
最近の子どもの変化について、幼稚園や保育所で
働く保育者から下記のような例をよく耳にするよう
になった。
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・幼児クラスで保育者が子どもたちを集め、話をして
いる時に、手足や身体を絶えず動かしたり、椅子を
ガタガタさせたり、他の子どもに身体接触をするな
ど、じっと話を聞くことができない。また椅子から
立ち上がり、その場を離れてしまう。
・年長クラスで、保育者がある子どもと話をしている
と、別の子どもが突然間に入ってきて自分の言いた
いことを話しだす。また友だち同士の会話でも相手
が一生懸命に話しているのを聞かず、自分の話した
いことが優先され、会話が成り立たない。
・自分の思いどおりにならない場面では、泣いて床に
ひっくり返る、大声をあげる（叫ぶ、暴言を吐く）、
時には物を投げつける等の行動をとる。
これらは入園当初など集団生活にまだ慣れていな
い段階や年少クラスではよく見られる姿である。し
かし最近は一年をとおして、また年長クラスでも見
られるようになったという。また乳児に関しては下
記のような例もある。
・月当初、新入園の歳児が笑ったり話したりする
ことがなく無表情のままでいる。保育者が話しかけ
ても反応がなく、関係をとることが非常に困難であ
る。両親は仕事が忙しく、近くに住む祖母に育児を
任せたままで、その子どもは入園前までテレビやビ
デオを見て一日を過ごしていたとのことであった。
これらはほんの一例に過ぎないが、現場の保育者
が実際に感じ懸念している子どもの変化である。変
化の背景については、多面的な検証が必要である。
しかしその要因のひとつとして次のようなことが考
えられるのではないか。
近年、核家族化や都市化により、子どもを育てる
保護者に対する家族や近隣の支えが減少する一方、
情報通信化の進展で情報過多になり、子育てに関す
る情報が錯綜するなか、正しい情報が分からないま
ま戸惑いや不安の中で子育てをしている保護者が多
い。また子どもの側面からみると、車社会や紫外線
の問題、遊び場の減少に伴い、子どもが室内で過ご
すことが多くなったことによりテレビ、ビデオの視
聴や室内ゲーム機での遊びが増え、保護者や子ども
同士で遊ぶ機会も減少した。ベネッセ教育研究開発
センターが行ったテレビ・ビデオの視聴時間に関す
る調査（2006)1)によると、2005年の平均視聴時間
は歳児で時間38分、歳児で時間分、歳
児時間11分、歳児時間57分、歳児時間35
分、歳児時間21分となっている。もちろん視聴
時間だけが問題ではなく、それ以外の時間の保護者
と子どもの関わり方、子どもの遊びのあり方によっ
て問題も違ってくる。しかし保育現場で実際に保護
者から聞く限りでは、やはりテレビに任せきりに
なっている現状がうかがわれる。乳幼児が言葉を獲
得する重要な時期にテレビやビデオ視聴中心の生活
となっていることの影響は大きい。小児科医として
コミュニケーションに問題のある子どもを40年間診
療してきた片岡直樹（2009)2)は、「テレビは応答的
環境とは無縁であり、子どもの心は育たない。自己
も他者も認識できず、コミュニケーション能力は育
たない」と述べている。また発達心理学者の岡本夏
木（2005)3)は、「コミュニケーションの基本は、自
分と他者が一つのテーマを分ちもち、そこに共同の
世界を作り出そうとする営みにある。ことばも当然
そうした営みの一つとして発達する」と述べてい
る。遊びをとおして得られる保護者や子ども同士の
共有体験も減少し、また五感を使って感じることの
できる実体験も乏しい中、子ども自らが「楽しい、
面白い、怖い」等の感情を言葉で表現する機会も減
少するなど、現代は子どもの言葉が育ちにくい環境
にあるといわざるをえない。
．幼稚園教育要領、保育所保育指針の改訂（改定）
にみる言葉の現状と課題
2008（平成20）年に幼稚園教育要領が改訂され、
保育所保育指針が改定されたが、その改訂（改定）
において管轄省庁が日本の子どもの言葉の現状をど
のように捉え、課題としているのか。ここでは幼稚
園教育要領の領域「言葉」における改訂のポイント
とその背景について芦田宏（2009)4)を参考に整理
をしてみたい。
まず「内容」については、下記のとおり「考えた
りなどしたこと」が新たに加えられた。
【幼稚園教育要領2008（平成20）年版】5)
（2）したり、見たり、聞いたり、感じたり、考えたり
などしたことを自分なりに言葉で表現する。
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「内容の取扱い」については、下記の項目が新設
され、言葉で「伝える」「聞く」「伝え合う」能力
を育てることの重要性が指摘された。
（2）幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに、教師
や他の幼児などの話を興味を持って注意して聞く
ことを通して次第に話を理解するようになってい
き、言葉による伝え合いができるようにすること。
（新設）
これらの変更に至った経過をたどると、まず2005
（平成17）年中央教育審議会答申6)は、第章節
で「子どもの育ちの現状」について次のように述べ
ている。
―近年の幼児の育ちについては、基本的な生活習慣や
態度が身についていない、他者とのかかわりが苦手で
ある、自制心や耐性、規範意識が十分に育っていない、
運動能力が低下しているなどの課題が指摘されている。
また小学校年生などの教室において、学習に集中で
きない、教員の話が聞けずに授業が成立しないなどの
学級がうまく機能しない状況が見られる。―
また節で「幼児教育の意義及び役割」として次
のように述べている。
―このように、幼児教育は、時代を担う子どもたちが
人間として心豊かにたくましく生きる力を身に付けら
れるよう、生涯にわたる人間形成の基礎を培う普遍的
かつ重要な役割担っている。また、学校教育の始まり
として幼児教育をとらえれば、幼児教育は知識や技能
に加え、思考力・判断力・表現力などの「確かな学力」
や「豊かな人間性」、たくましく生きるための「健康・
体力」から成る、「生きる力」の基礎を育成する役割を
担っている―
さらに2008（平成20）年中央教育審議会答申7)は、
「．子どもたちの現状と課題」において「子ども
たちの学力と学習状況」として国立教育政策研究所
が行った教育課程実施状況調査（2003年度）の結果
において、国語の記述式の問題の正答率が低下する
などの課題があること、また他の国際的な学力調査
でも読解力や記述式問題に課題があることを指摘し
ている。また「．学習指導要領改訂の基本的な考
え方」において、小学校以上の教育において「国語
科」はすべての教科の基本ともいうべきものであ
り、国語力は子どもたちの思考力、判断力、表現力
等だけでなく各教科の学力向上にむすびつくこと、
また子どもたちのコミュニケーション能力の弱さ、
他者と関わる能力の育成のためにも言語の能力を重
視すべきであることが述べられている。「．各教
科・科目の内容」の「⑴幼稚園u改善の具体的事項
ｂ)体験と言葉の重視など子どもや社会の変化に対
応した幼稚園教育の充実」においては次のように述
べている。
―幼児が、心動かされる体験をして、その感動や思い、
考えを言葉に表し、そのことが教師や友達に伝わる喜
びを味わうとともに、相手の話を聞き、その内容を理
解し、言葉による伝え合いができるようにする。幼児
が友達と共に遊ぶ中で、好奇心や探究心を育て、思考
力の芽生えを培うことが大切であることを考慮し、幼
児一人一人の興味や関心を生かしつつ、友達と共に試
したり、工夫したりして、周囲の環境に対する新たな
視点に気付いたり、新しい考えが生まれたりするよう
にする。―
芦田は、「領域言葉の変更点は、わずかか所で
あるが、背景として抱えている問題は大きく、そし
て緊急の課題である。その解決に向けて、領域言葉
へ寄せられている期待の大きさと重要性を認識し、
実践していくことが求められている｣8)と述べてい
る。
．保育者をめざす大学生の言葉の現状と課題
乳幼児の言葉の現状を見てきたが、授業を行う上
では、さらに保育者となるために養成課程を学ぶ学
生の言葉の現状も考慮しておく必要がある。現在、
若者の活字離れやコミュニケーション能力の低下が
懸念されているが、本学学生の現状を把握する目的
で2012年月に保育科年生164名を対象に「言葉
等に関するアンケート調査」を実施した。紙面の都
合上、関連項目のみ調査結果を下記に示す。
【読書量】
・週間の平均的な読書回数（教科書、マンガ、雑
誌などを除く）
ほとんど読まない 71％、〜回 22％、
〜回 ％、毎日 ％
・ヶ月間に読んだ本の量（教科書、マンガ、雑誌
などを除く）
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h冊 32％、冊以上 54％、冊以上 ％、
10冊以上 ％
【コミュニケーション】
普通 54％、苦手な方 30％、上手な方 10％、
わからない ％
「苦手な方」と答えた人の理由（複数回答）
緊張する 40％、何を話せばよいかわからない
33％、人が苦手 10％、面倒である ％、
人見知り ％
【インターネット（スマートホン等を含む）の利用】
毎日利用する 78％、時々利用する 21％、
ほとんど利用しない ％
以上のように本学学生においても、インターネッ
ト等の利用が日常化され、活字離れが進み、人と対
面して話をする機会が減少していることがわかる。
保育者となるためには、声の大きさや明瞭性、言葉
遣い、適切な言葉かけ等、自分自身の言葉に対する
意識をもち改善に努める必要があり、幼稚園や保育
所等での実習でよく指摘を受けるところであるが、
最近はそれ以前の問題として、対人関係の困難さ、
コミュニケーション能力や書く力の低下を指摘され
ることが多くなっている。
．授業において重視する点について
上記の現状を踏まえ、授業において重視する点に
ついて担当者間で確認をした内容は次のとおりであ
る。
）関係性の中で言葉が育つことの重要性
乳児期は基本的信頼関係を築く時期であるため、
特定の保育者との個別的な対応が重視される。その
信頼関係を基盤として言葉が育ち、また言葉を伴う
やりとりをとおして関係も築かれていく。保育者が
優しく語りかけ、わらべうた等でスキンシップを図
り、子どもが生の声を耳で聴く心地よさや安心感を
感じることをとおして、保育者と子どもの関係を深
めることが大切である。また幼児期においても、保
育者との信頼関係に支えられながら、保育者の生の
声による絵本の読み聞かせやストーリーテリング、
わらべうたをとおして言葉を耳で聴き、想像力や理
解力、思考力を育むことが大切である。絵本の重要
性は絵本そのものにあるのではなく、「読んでもら
う」ことにある。つまり身近な大人によって、安心
の中で読んでもらうことが重要なのである。
）「聴く」ことの重要性
人はいろいろな音の中から自分に必要な意味のあ
る音を拾って聞くという優れた仕組みをもっている
といわれるが、現代のように様々な音が一方的に流
され溢れている状況ではその仕組みも限界を超え、
受け止められずに聞き流される。話される言葉は意
味を持つ音である。しかし音の氾濫の中では言葉も
単なる音と化して他の音と同様に聞き流され、無意
味化していく。このように静かな環境の中で言葉そ
のものにしっかりと耳を傾ける機会の減少が、聴く
力の低下を招いているひとつの要因ではないか。聴
く力は、言葉を聞いてイメージ化し理解する力であ
り、読む力、書く力の前提となる。子どもは字を覚
える以前に、絵本の読み聞かせやストーリーテリン
グなどをとおして耳から言葉を聴き、言葉をしっか
りと受け止める時間が必要である。幼稚園や保育所
に対しては、子どもたちの元気な声が聞こえ、活気
があり騒がしいという一般的なイメージがあるが、
子どもの成長には、静かで落ち着いた環境と時間を
確保することも重要である。
）学生の言葉を育てることの重要性
上記の）に記したように子どもの言葉が人と人
との関係性のなかで育つことを考えると、コミュニ
ケーション能力の低下や苦手意識は、将来保育を担
おうとする学生にとっては大きな課題となる。また
上記の）に記したことは、まさに音の氾濫の時代
を生きる大学生にも必要なことであり、言葉そのも
のにしっかりと耳を傾ける機会や時間をつくること
は、大学生の言葉を育てる上でも重要である。また
当科目において学生自身がわらべうたや絵本の読み
聞かせ、ストーリーテリング、ことば遊びを実践す
ることは、単に保育技術を身につけるためだけでな
く、言葉の響きやリズムを楽しみ、言葉の世界の豊
かさに出会うことによって、言葉の感性が磨かれ、
言葉への意識を高めるためでもある。
Ⅲ．「保育内容言葉」と「保育表現技術Ⅲ」
の授業実施状況について
．「保育内容言葉」（単位）（演習）（年春学期）
について
）この科目は、教育職員免許状に必修科目とし
て定められている教育課程及び指導法に関する
科目であり、保育士資格においては保育の内
容・方法に関する科目として位置づけられてい
保育者養成カリキュラムにおける科目間連携（）
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る必修科目である。法的に含むことを義務付け
られている内容は以下のとおりである
＜内容＞
．④経験したことや考えたことなどを自分なりの言
葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲
や態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現す
る力を養う「言葉」の領域
）2011年度「保育内容言葉」授業実施内容
以下の表に記す。
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項 目回
○グループの中で人が絵本の読み聞かせを行い、全員が「絵本感想カード」
に記入し、提出する
●○｢やなぎのしたには」「ハナチャン」を教員が手で振りをつけてうたい、そ
の後全員そろって同様にうたう
●ミトン人形を使って「くまさんのおでかけ」（中川李枝子作）を語る
●ミトン人形の作り方（概略）を説明する
●話しやすいお話の例を板書し、説明する。「おいしいおかゆ」「ねずみのすも
う」「エパミナンダス」他
・「おはなしのろうそく」や「グリム童話」「世界むかし話」「日本の昔話」等
の本を示し、いろいろなお話や詩があることを知らせる。
・その他好きなお話や詩を選ぶために「おもちゃとえほんのへや」に通うこと
を伝える
●領域「言葉」がめざしているもの

○学生 ●教員 ＊東京子ども図書館 ◎コダーイ芸術教育研究所明治図書を示す
・グループ人
〜人とする
・｢おはなしのろう
そく」＊1978
・「選ぶこと」
松岡享子＊1990
・「お話の本のリ
スト」「お話の
リスト改訂版」
＊1992
・テキスト
・幼稚園教育要領
・保育所保育指針
内 容
・「のはらうたⅠ」
工藤直子
童話屋1997
・シラバス
・「絵本のリスト」
「絵本感想カー
ド」配布
備 考

①読み聞かせ
②わらべうた
③道具を使って
語る
④お話を選ぶこ
とについて
⑤保育の基本と
領域「言葉」
①詩の紹介
②自己紹介
③オリエンテー
ション
○詩「はるがきた」を耳で聞き、各自イメージをうかべ、春の季節を感じる
●詩「すきなもの」を読み、詩を板書する
○一人ずつ詩「すきなもの」を基に、自分の名前と好きなものを紹介する
●保育内容言葉の目的と意義
●授業計画の概要
●成績評価基準
●つの課題準備
・課題「お話を語る（ストーリーテリング）」
実技発表（11回目時）
・ストーリーテリングについての説明
・課題「道具を使って語る」実技発表（12回目時）
・人形やエプロンシアター等の手作りの道具を使って、お話を語ることの説明
・課題「絵本の読み聞かせ」の実技（授業開始後毎回）
・目的、方法、「絵本のリスト」、「絵本感想カード」についての説明
・「おもちゃとえほんのへや」に「絵本のリスト」の絵本が展示されているの
で見に行くこと
・資料「わらべうた」
・｢兵庫のむかし話」
兵庫県小学校国
語教育連盟編
・｢おぼえること」
松岡享子＊1990
・テキスト
・幼稚園教育要領
・保育所保育指針
・テキスト
・幼稚園教育要領
・保育所保育指針
 ①読み聞かせ
②わらべうた
③お話を語る
（ストーリー
テリング）
④保育の基本と
領域「言葉」
②
○前回と同様
●○「ウチノウラノ」「ぶーぶーぶ」前回と同様
●「おみその長者」を語る
●ストーリーテリングの意義
●お話をおぼえることの留意点
●領域「言葉」と他の領域との関係
●領域「言葉」と小学校「国語科」との関係
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項 目
○前回と同様
●○｢なかなかほい」前回と同様
●○教員は、ねずみの人形を使って「いっぴきちゅう」をうたい、その後学生
は歌のみ歌う
●乳児の言葉を育てる環境
○保育者として、子どもの一言から返答する
・歳児が蛍光灯を見て、「あっ」と指差す場面を想定し、その時の返答を
人ずつ発表する。 返答例：「白いね」「カルピスみたい」「まぶしいね」「ひ
かってる」他
・題材を変えて、順に指名された学生が答える
回
①読み聞かせ
②わらべうた
③乳児の言葉の
発達と環境と
のかかわり

・資料「わらべうた」
・テキスト
・保育所保育指針
○前回と同様
●○｢げんこつやまのたぬきさん」「ダイコンツケ」前回と同様
●話し言葉
●○｢乳幼児期の言葉の獲得と児童文化財」（空白の表）を埋める 前回と同様
●書き言葉
①読み聞かせ
②わらべうた
③乳幼児期の言
葉の発達過程
③

・資料「わらべう
た」
・「いっしょにあ
そぼうわらべう
た0･1･2歳児ク
ラス編」◎1999
・テキスト
・保育所保育指針
○前回と同様
●○｢ココハトウチャン」前回と同様
●｢でんでんむし」をうたい、集団遊びの方法を説明する
○人程が前に出て、「でんでんむし」の実技を行う。他の学生は見ながらう
たう
●おさるの人形を使って 詩「あんよなげだすおさるさん」を語る
●おさるの人形の作り方（概略）を説明する
●話し言葉
●○｢乳幼児期の言葉の獲得と児童文化財」の表（空白）を埋める。前回と同
様
①読み聞かせ
②わらべうた
③道具を使って
語る
④乳幼児期の言
葉の発達過程
②
○前回と同様
●読み聞かせの留意点
●○｢どっちどっちえべっさん」「たけのこめだした」前回と同様
●わらべうたの定義と意義
●うさぎの手袋人形を使ってわらべうた「小山のこうさぎ」を語る
●うさぎの手袋人形の作り方（概略）の説明
●課題の取り組み状況と留意点
・道具は布等の材料を使用し、実習等長期使用に耐えることを再度確認する
●言葉の獲得
○指名された学生が、テキストや保育所保育指針の発達過程を読む
●○教員が読んだ箇所について説明し、学生は各自「乳幼児期の言葉の獲得と
児童文化財」の表（空白）を埋める


・資料「わらべうた」
・テキスト
（田島征三画）
・「わらべうた音
楽の理論と実際
―就学前の音楽
教育｣フォライ･
カタリン 畑玲
子明治図書1991
・テキスト
・保育所保育指針
・「乳幼児期の言
葉の獲得と児童
文化財」（空白
の表）配布）
内 容
○前回と同様
●○｢にぎりぱっちり」前回と同様
●○｢てるてるぼうず」（集団あそび）前回と同様
●かたつむりの人形を使って 詩「かたつむり」（劉御作）を語る
●言葉を育てる児童文化財
●紙芝居「あひるのおうさま―フランス民話から―」（堀尾青史脚本）を演じる
備 考
・資料「わらべうた」
・テキスト
・保育所保育指針
・幼稚園教育要領
①読み聞かせ
②わらべうた
③道具を使って
語る
④言葉を育てる
(意味と重要性)
○前回と同様
●○｢あがりめさがりめ」「さよならあんころもち」前回と同様
●走り人形を使って「カクカクカクレンボ」を唱える
●走り人形の作り方（概略）を説明する
●話し言葉を育てる環境
・友だちどうしのかかわり
・保育室の環境を整える
①読み聞かせ
②わらべうた
③道具を使って
唱える
④幼児の言葉の
発達と環境と
のかかわり

・資料「わらべうた」
・テキスト
・保育所保育指針
①読み聞かせ
②わらべうた
③道具を使って
語る
④つの課題に
向けて
⑤乳幼児期の言
葉の発達過程
①

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項 目
●○｢しゃんしゃんしゃん」「トウキョウト」
前回と同様
●乳児期の絵本の選び方、絵本の紹介
○紹介の絵本を基に、「乳幼児期の言葉の獲得と児童文化財」（空白の表）を埋
める
回
①わらべうた
②子どもと絵本
①乳児
13
・｢みんなが語った
お話のリスト｣
「道具を使って
語った詩・お話
のリスト」配布
●今までの授業の重要ポイントとまとめ
●○質疑応答
●今後、右記の二つのリストを参考にし、お話や詩を増やし、実習に活用する
ことを話す
●○｢さよならあんころもち」前回と同様
①ふりかえりと
まとめ
②わらべうた
15
・｢お話を語る感
想カード」配布
●実施方法を説明するとともに「心をこめて語る」ことを伝える
・「お話を語る感想カード」の記入方法の説明
○絵本の読み聞かせと同じグループで集まり、人ずつメンバーに語る。「お
話を語る感想カード」に自己評価等を記入し、提出する
・各グループの中から代表名を選出する
・選ばれた代表人が、全員の前で実技発表する。
○教員からのコメントを聞く
お話を語る
○前回と同様
●｢ドノコガヨイコ」をうたい、鬼きめをする。鬼になった人は前に出て積み
重ねばなしを行う
●書き言葉への興味や関心を育てる環境
・子どもがかな文字を読む前段階としての言葉あそび
●詩「あかいとりことり」（北原白秋作）を読む
●詩「おいで」「どんぐり」（工藤直子作）を読む
●積み重ねばなし 絵カードを使って「これはジャックの」「これはいつもお
くれがちなとけい」を語る
○全員が絵カードを見ながら、積み重ねばなしを憶える
・鬼きめで鬼になった人が、前に出て人ずつ絵カードを持ち、分担して語
る
○人ずつ「なぞなぞえほん①②③」から質問し、皆で考え、分かった学生が
答える
○席の順番に「しりとり」を行う
○ハンカチをボールにして「しりとり」を行い、受け取った人が答え、次々に
回す
○席の順番にしりとりの応用編をする
例：おいしそうなきのこ→こわいおおかみ→みんなのいす→すずしいかぜ
○色カードからお話をつくる（色からイメージをうかべ、起承転結の要領でお
話をつくる）
・赤・黄・青・緑・白・黒・桃色等のカードで、人色を選び、人が順番
にお話を発表する
10
11
・資料「わらべうた」
・テキスト
・「絵本のリスト」
●○｢うえからしたから」前回と同様
●○｢ギッコンバッコン」（集団遊び）前回と同様
●幼児期の絵本の選び方、絵本の紹介
○紹介の絵本や「絵本のリスト」から、「乳幼児期の言葉の獲得と児童文化財」
（空白の表）を埋める
●絵本の各部の名称
①わらべうた
②子どもと絵本
②幼児
③絵本の基礎知
識
14
・「のはらうたⅠ」
工藤直子童話屋
1997
・「なぞなぞえほ
ん①②③」中川
季枝子 福音館
書店1988
内 容 備 考
・「道具を使って
語る感想カー
ド」配布
●○前回と同様道具を使って語
る
12
・資料「わらべうた」
・テキスト
①読み聞かせ
②わらべうた
③言葉を育てる
（詩、言葉あ
そび）
第40号.mcd  Page 76 12/12/15 09:05
．「保育表現技術Ⅲ」（単位）（演習）（年春学
期）について
）この科目は保育士資格に求められている必修
科目「保育の表現技術」（演習単位）として
本学が開設する「保育表現技術」のうちの科
目である。言語表現に関して法的に含むことを
義務付けられている内容は下記のとおりであ
る。
＜内容＞
．言語表現に関する知識や技術
（1）子どもの発達と絵本、紙芝居、人形劇、ストーリー
テリング等に関する知識と技術
（2）子ども自らが児童文化財に親しむ経験と保育の環
境
（3）子どもの経験や様々な表現活動と児童文化財等と
を結びづける遊びの展開
）2012年度「保育表現技術Ⅲ」授業実施内容
第回
・オリエンテーション
・耳のことばの時代としての乳幼児期におけることば
体験（わらべうた、絵本の読み聞かせ、ストーリー
テリング、ことば遊び）の重要性について（講義）
・絵本について（絵本の種類、年齢に応じた絵本の選
び方）①（講義）
＜課題＞春の絵本（冊）を選び、所定の用紙に絵
本名、作者名、出版社名、出版年、選んだ理由（対
象年齢含む）を記入して次回提出する
第回
・絵本について（絵本の種類、年齢に応じた絵本の選
び方）②（講義）
・絵本のよみ合い（グループ毎）と話し合い
＜課題＞よみ合いの感想と反省を所定の用紙に記入
し、留意点について全体で話し合う
第回
・第回実習の振り返りと留意点の再確認
＜課題＞アンケート調査：自分の声やことば、絵本
の読み聞かせ等について指摘、注意されたことなど
を記入し、全体で話し合う
・第回目にストーリーテリングを実践する人（各ク
ラス〜名）を決める
第回
・ことばの胎生期としての乳児期とわらべうたの重要
性について（講義）
・わらべうた実践（みんなで）
第回
・子どもの多様なおはなし体験（アニメーション、人
形劇、ペープサート、パネルシアター、エプロンシ
アター、絵本、紙芝居、ストーリーテリング他）に
ついて（講義）
・ストーリーテリングの意義と現代における重要性に
ついて（講義）
第回
・ストーリーテリング実践（各クラス〜名が発表）
と話し合い
＜課題＞ストーリーテリング発表の感想と反省を記
入し、留意点について全体で話し合う
第回
・幼児期のことば遊びの意義と重要性について（講義）
・ことば遊び実践（みんなで）
第回
・絵本の読み聞かせ、ストーリーテリング、わらべう
た等についてのまとめ
＜課題＞実習における絵本の読み聞かせ、ストーリー
テリング、わらべうたの実践報告を記入し、今後の
課題を見つける
．連携についての補足説明
年次の「保育表現技術Ⅲ」については、年次
の「保育内容言葉」での学びを前提とし、特に同時
期に履修する「教育実習」（幼稚園実習）および「保
育実習Ⅰ− A、Ⅱ」（保育所実習）との関係を考慮
して授業を進めた。
まず乳幼児期を「耳のことばの時代」としてとら
え、この時期の子どもの様ざまなことば体験の中か
ら、特にわらべうた（乳児期）、絵本の読み聞かせ、
ストーリーテリング、ことば遊びの意義と重要性に
ついて学び、実践をとおして技術を習得する。また
同時に保育者（耳のことばの先生）となるために、
自分自身の声やことばへの意識を高める。
）第回実習へ行く前の授業（第，回）に
ついて
絵本の読み聞かせについては、年春学期履修の
「保育内容言葉」の授業ですでに絵本について学び、
グループで絵本を読み合う経験をしている。また
年秋学期履修の「教育保育参観実習」における参観
実習では、保育者による絵本の読み聞かせを観察し
ており、参加実習では、多くの学生が実際に子ども
たちへの読み聞かせを経験している。これらの経験
を踏まえ、目前に控えている幼稚園、保育所での実
習（指導実習）の準備を兼ねて、あらためて絵本の
種類と年齢に応じた絵本の選び方を考え、読み聞か
せの実践を行う。
）第回実習を終了し、第回実習へ行くまで
の授業（第，，，回）について
保育者養成カリキュラムにおける科目間連携（）
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・第回実習についての振り返り
第回実習において自分の声やことば、また絵本
の読み聞かせ等について注意や指摘を受けた点に
ついて報告し、保育者として適切な声やことば
（大きさ、明瞭さ、速さ、言葉遣い等）について
話し合う。また絵本の読み聞かせの留意点等につ
いて再確認を行う。
・乳児期のわらべうたについて
年次の「保育内容言葉」ですでに「わらべうた」
の実践をしているが、ことばの土台をつくる（こ
とばの胎生期としての）乳児期における大人との
共有関係の重要性についてあらためて学んだ上
で、「わらべうた」を実践する。
・子どもの多様なおはなし体験について
人形劇、ペープサート、パネルシアター、エプロ
ンシアター等については、年次の「保育内容言
葉」で「道具を使って語る」で製作し、一部実践
をしているが、それぞれの特徴（長所、短所）を
さらに学んだ上で、子どもたちへの提供の仕方を
考える。
・ストーリーテリングについて
上記のおはなし体験の中でも視覚的な手がかりが
ないおはなし体験としてのストーリーテリングの
意義を学び、特に子どもの聴く力が低下している
といわれる現代において、ストーリーテリングが
重要である理由について考える。また年次の
「保育内容言葉」ですでにストーリーテリングの
実践をしているが、実習準備を兼ねてさらにス
トーリーテリングを実践する。
）第回実習終了後の授業（第，回）につ
いて
・幼児期のことば遊びについて
年次の「保育内容言葉」ですでに「ことば遊び」
の実践をしているが、ことば遊びの幼児期におけ
る意義についてあらためて学び、ことば遊びを実
践する。
・まとめ
教育実習、保育実習における絵本の読み聞かせ、
ストーリーテリング、わらべうたの実践報告（記
述）をし、自分の技術についての課題等を確認し、
今後の改善につなげる。この実践報告は年次の
「保育内容言葉」担当者も読み、次年度の授業に
活かすことになっている。
Ⅳ．今後の課題
．科目間連携について
連携初年度である今回は、年次「保育内容言葉」
で導入をした絵本の読み聞かせ、ストーリーテリン
グ、わらべうた、ことば遊びの実践（実技）につい
て、年次「保育表現技術Ⅲ」で実習準備を兼ねて
さらに実践を重ね、その意義と実践上の留意点など
を確認する等、授業内容としてはある程度の連携が
できていると思われる。しかし学生が確かな専門性
と実践力を身につけるためには、授業を行うだけで
なく、個々の学生の学習状況、技術の習得状況等を
把握し、次に繋げて学習を促進させる等の連携がさ
らに必要である。今回はこの点における連携が十分
にできていない。今後、個々の学生の年次の学び
を年次にどのように繋げ、促していくか、具体的
な連携方法を検討したい。またこの連携の効果の検
証方法等についても検討していきたい。
今回は領域言葉に関連する科目間の授業連携で
あったが、その中で他の科目、特に実習関連科目と
の連携についてもその必要性をあらためて考えさせ
られた。本学は、年秋学期より年春学期にかけ
て実習関連科目が段階的に進められる。特に「保育
表現技術Ⅲ」においては、これらの実習を念頭に置
き授業内容を工夫しているが、実習前の準備および
実習後の振り返りに繋げるためには、やはり各実習
の「事前事後指導」科目担当者との連携が必要であ
る。絵本の読み聞かせ、ストーリーテリング等の技
術の習得だけでなく、学生の言葉を育てることにつ
いても連携ができるのではないか。またわらべうた
については、「保育表現技術Ⅰ・Ⅱ」（音楽表現）「乳
児保育」などの科目との連携も必要である。
．保育現場との連携
絵本の読み聞かせやストーリーテリングについて
は、技術の習得だけでなく、学生自身が実際に多く
の絵本やお話に触れ、その世界の豊かさを知り、絵
本やお話に対する認識を深めることができるよう、
本学では「おもちゃとえほんのへや」を整備するな
ど環境の充実を図ってきた。しかし実習を行う園に
よって絵本やストーリーテリング等についての認識
や扱い方が違い、指導がまちまちであるため、実習
における学生の経験にばらつき（偏り）がある。た
とえば絵本を重視し、絵本の部屋を別個に設置され
保育者養成カリキュラムにおける科目間連携（）
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ている園もある一方で、保育室に絵本棚すらない園
もある。また一日の保育のなかにプログラムのひと
つとして「絵本の時間」を組んでいる園もあれば、
時間が空いた時に時々読む、行事等の導入に使うだ
けという園もある。ストーリーテリングの扱いにつ
いてはなおさらである。絵本の読み聞かせに比べ、
学生が実習でストーリーテリングを実践する機会は
非常に少ない。以前は保育者が昔話等をよく子ども
たちに語っていたが、最近の保育現場は年間をとお
して行事等に忙殺され、保育者がお話を覚える時間
も、また子どもたちにお話を語る時間の確保も困難
になっているようである。しかし特に視覚優先の時
代といわれる現代において、視覚的な手がかりが一
切なく、耳からの言葉だけで物語が進められるス
トーリーテリングの意義は大きく、「聴く力」の低
下が問題となっている今、ますます重要になってい
る。養成校としては、これらの重要性について保育
の現場に向けて発信し、連携を進める必要がある。
連携初年度の今回は連携状況の報告にとどまり、
連携の効果を検証するには至らなかった。しかし連
携をするにあたり、またこの論文をまとめるにあ
たって、担当者同士が互いの授業について発表し合
い、客観的な意見を交換し合うなど多くの話し合い
をとおして、問題点や課題を明確化できたことが何
よりの成果であった。今後は、今回明確になった問
題点や課題について着実に取り組み、学生の確実な
学びに繋がる科目間連携をさらにめざしたい。
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